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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 葉に炭水化物が蓄積すると葉の光合成は低下する。一方、葉の炭水化物量は葉の光合成生産と、光合成産物に対す
る需要の両方の影響を受ける。さらに、葉の炭水化物量はその葉の環境だけでなく、栄養状態や他の器官の環境の影
響を受ける。したがって、炭水化物の蓄積による光合成抑制は、個体内の各葉の光合成生産をその環境において最適
に保つ働きを持つ可能性がある。しかし、炭水化物の蓄積に伴う光合成速度の低下の仕組みや、栄養状態や他の器官
の環境が光合成に及ぼす影響における炭水化物の役割は明らかではなかった。 
 新谷考央は、インゲンを用いて⑴葉の発生段階、⑵窒素栄養状態、⑶他の葉の環境、の三要因それぞれが、葉の炭
水化物量や光合成速度に与える影響を解析した。これらの解析より、⑴炭水化物の蓄積による光合成抑制効果は、葉
が若いシンクの時には弱く、成熟したソース期の葉で強いこと、⑵窒素欠乏は葉への炭水化物の蓄積を引き起こし、
光合成速度の低下を引き起こすこと、⑶ある葉の光・CO2 環境が他の葉の光合成に影響を与えること、を明らかにし
た。これらの結果は、炭水化物による光合成抑制効果はある葉の光合成能力を最適に保つだけでなく、個体や個体内 
の各器官の環境による個体内の各葉の光合成能力の調節にも関与している可能性を示唆している。このような植物の
各葉レベルから個体レベルまでの炭水化物の役割を明らかにした研究は他に例がなく、多くの知見を提供するととも
に、今後の研究の指針となるものである。これらの内容の一部は、２つの原著論文として公表され、高く評価されて
いる。 
 このように新谷考央は先駆的かつ基本的な研究を遂行した。提出された論文の内容も質・量ともに優れているので、
博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
